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平成28年熊本地震における
救援物資輸送の取り組み
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救援物資輸送の取り組み（全体・時系列）
発災後からこれまでの

国が調達する⾮⾷品系救援物資について、
福岡でのDC管理および指定各⾃治体拠点へ
救援物資配送を開始

4/14 21：26 M6.5

4/16 01：25 M7.3
宅急便荷受停⽌

4/18 PUSH型⽀援物資
輸送開始

熊本県へ協⼒を申し出
※熊本県庁に集中した⽀援物資を均等に
各避難所にPUSH納品するスキームをご提案

4/14

4/16

4/18

宅急便荷受再開
（熊本向け荷受）4/19

5/14 PULL型⽀援物資
輸送開始

5/16 国・県管理の倉庫
拠点を集約

DC9箇所を5箇所に集約

i-padを活⽤し、本格運⽤開始5/14

5/16

熊本県内営業再開
（熊本向け荷受）4/20
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①発災直後の状況

救援物資輸送のスキーム

善意の⽀援による混乱

熊本
県庁

被災
広域物資
拠点

避難所

避難所

市区町村都道府県

混乱 避難所

：
避難所

混乱
市町村渋

滞

渋
滞

渋
滞

渋
滞

渋
滞

熊本県へ協⼒を申し出
※⽀援物資を均等に各避難所にPUSH納品するスキームをご提案
・全国の地⽅⾃治体や⺠間企業からの善意の⽀援が熊本県庁に集中し混乱していた
・職員が被災者であり、出勤できる⼈数が限定された
・職員が都道府県および市区町村からの善意の⽀援の対応に追われた
・県庁に荷役機器がないため、1台づつ⼿で救援物資をおろしていた

災害協定
市町村

⽀援
都道府県

災害協定
都道府県

⽀援
⺠間企業・団体

⽀援
市町村 混乱

熊本市
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内閣府
Ｃ４

1次物資拠点

ヤマト（福岡ロジクロス）
【⾮⾷品】

②PUSH型 救援物資発注から１次物資拠点までの流れ

③PUSH型 １次物資拠点からの救援物資の流れ

避難所

避難所

：
避難所

救援物資輸送のスキーム
善意の⽀援の停⽌、PUSH型へ

調達先の⼯場
輸送⼿段を⽤意できる

経産省
農⽔省

発注

輸送依頼

輸送依頼

輸送依頼

⼀般運送事業者

指定公共機関
国交省

全ト協

輸送⼿段を⽤意できない

⽇本通運様
（⿃栖）

ヤマト
（福岡ロジクロス）

⽇本通運様（⿃栖）
【⾷品】

⾃衛隊
（基地）

⾃衛隊（基地）

市町村集積所
【熊本市】

市町村集積所
【市町村】

県集積所
【グランメッセ】 ⾃衛隊

（基地）
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全国での事業継続／被災地における営業再開

熊本地震 宅急便の営業再開 2016.4.20

熊本向け宅急便荷受再開

原則、宅急便は社会インフラとして⽌めない
集配不能時は、営業所での引取・荷受再開を優先
・在宅被災者のお宅へ配達
・企業の被災社員へ救援物資を配達
・避難所・駐⾞場に避難している⾝内や知⼈へ配達
宅急便はPULL型の救援物資

宅急便に込められた思い
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救援物資供給に関する今後必要なこと
熊本地震・東⽇本⼤震災を通じてヤマト運輸が認識する

地震の規模や、道路損壊状況、家屋の損壊状況、通信状況等
発災ごとに避難者ニーズは異なるが、被災者ニーズに基づく
救援物資供給の役割の明確化が必要と認識

①国・地⽅⾃治体・⺠間企業連携時の情報⼀元化
②初期避難者が必要となる物資の選定、輸送⽅法に
ついて国と都道府県、市区町村でのナレッジ化

③避難者ニーズに基づく救援物資供給官⺠連携
システムの構築

→流通事業者・メーカー・物流事業者（全ト協）の連携
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